
協定締結日 2013/5/13 連携先名称

活動状況 継続中 連携先窓口

活動資金 大学予算 担当教員(所属)

活動体制（単位） 個人 関連教員(所属)

活動内容

活動成果

課題・改善点

1.学生の農業実習受け入れ
　・平成30.8.3～8.24（22日間）開発学科女子1名
　・平成31.2.13～2.28（16日間）農学科男子3名
　・平成31.2.28～3.8（9日間）農学科男子1名、開発男子1名
　・平成31.3.9～4.1（24日間）開発学科男子1名
※その他、町内農家においても農大生の農業実習受け入れ農家有。（詳細な人数期間は不明）

2.観光資源開発
　下記項目に重点を置き、農業生産活動を通した観光資源開発支援を実施。
　・タンカン、ポンカンを利用した加工品の開発。
　・農産加工品品質および衛星管理向上指導。
　本年度は、現地での共同開発や衛生管理指導は実施していないが、メールや電話などによる指導を実施。

　連携協定締結時には、行政との連携により協定を締結したが、実際の運営に関し屋久島町行政は実質関与していない状況である。
各教員と現地卒業生や農家さんとの連携が綿密に取れていることから、現状の活動において大きな問題は生じていないが、大きな予算
を必要とする活動を行う場合、現地農家さんが負担することは難しく、大学側での研究補助金獲得が必要となってくる。
　また、行政側の支援を得る場合、そのプロジェクトの必要性を町民に説明し理解を得られるような提案を農大、屋久島町で作成し、
実行力のある計画を立てていく必要があると考える。

平成30年度　地域連携活動報告書
鹿児島県屋久島町

藤原農園（藤原雅裕氏、農学科卒）

野口智弘（応用生物科学部食品加工技術センター）

上原万里子（食品安全健康学科）

1.学生の農業実習受け入れ
　・藤原農園における本学学生の農業実習の受け入れを通し、学生の実際の農作物政権現場への理解を深める活動を実施。

2.観光資源開発
　下記項目に重点を置き、農業生産活動を通した観光資源開発支援を実施。
　・タンカン、ポンカンを利用した加工品の開発。
　・農産加工品品質および衛星管理向上指導。
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